
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
二
○
○
五
年
九
月
の
議
会

選
挙
実
施
で
、
二
○
○
一
年
一
二
月
の
ボ
ン
合
意

に
よ
る
政
治
プ
ロ
セ
ス
を
ほ
ぼ
完
了
し
た
。
し
か

し
、
二
○
○
六
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
は
、

明
る
さ
よ
り
も
暗
さ
が
顕
在
化
し
た
年
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
へ
の
支
持
の
低
下
、

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
地
域
を
中
心
と
し
た
治
安
状
態

の
大
幅
な
悪
化
と
そ
れ
に
伴
う
パ
キ
ス
タ
ン
と
の

関
係
の
悪
化
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
将
来
に
影
を
落
と
し
て
い
る
暗
い
面
に
つ

い
て
整
理
し
た
。

●
鬱
積
し
つ
つ
あ
る
庶
民
の
不
満

道
路
や
橋
等
の
復
興
は
確
か
に
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
の
進
捗
は
遅
々
と
し
た
も

の
で
、
山
積
す
る
問
題
の
解
決
へ
の
歩
み
は
未
だ

に
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
。
よ
り
庶
民
に

密
着
し
た
治
安
の
維
持
や
麻
薬
問
題
は
悪
化
の
気

配
を
み
せ
て
お
り
、
公
人
の
腐
敗
撲
滅
や
経
済
開

発
も
遅
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
失
業
率
は
高
い

ま
ま
で
あ
り
、
外
国
支
援
の
恩
典
を
享
受
す
る
一

部
勝
ち
組
と
取
り
残
さ
れ
た
大
多
数
の
負
け
組
と

の
貧
富
の
格
差
は
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

こ
の
現
状
へ
の
不
満
が
、
五
月
二
九
日
の
首
都

で
の
暴
動
の
主
因
で
あ
る
と
の
見
方
が
強
い
。
復

興
に
不
可
欠
な
外
国
支
援
が
貧
富
の
格
差
拡
大
を

助
長
す
る
一
因
と
な
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会

の
亀
裂
を
深
め
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
が
生
ま
れ

て
い
る
。
こ
の
事
件
を
契
機
と
し
て
、
カ
ル
ザ
イ

大
統
領
の
指
導
力
と
人
気
の
翳
り
が
指
摘
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
に
、

外
国
メ
デ
ィ
ア
が
一
○
月
に
行
っ
た
世
論
調
査
で

は
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
へ
の
支
持
率
は
六
八
％
と

比
較
的
高
い
水
準
に
あ
る
が
、
前
年
同
月
と
比
較

す
る
と
一
五
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
を
示
し
て
い
た
。

カ
ル
ザ
イ
大
統
領
を
取
り
巻
く
国
内
情
勢
が
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。
期
待
が
大
き
か
っ
た
だ
け

に
、
対
応
次
第
で
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
へ
の
支
持
が

急
下
降
す
る
可
能
性
も
否
め
な
い
。
中
で
も
、
庶

民
が
期
待
す
る
復
興
と
開
発
の
推
進
に
は
治
安
の

確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
の
治
安
状
況
は
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

●
治
安
の
悪
化
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関

係
悪
化

二
○
○
六
年
の
治
安
状
況
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン

政
権
崩
壊
後
で
最
悪
の
年
と
な
っ
た
。
二
○
○
六

年
春
以
降
、
東
部
か
ら
南
部
に
か
け
て
の
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
ン
居
住
地
域
で
大
規
模
な
反
政
府
勢
力
に

よ
る
攻
撃
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
発

生
件
数
は
二
○
○
五
年
の
三
倍
以
上
の
約
五
四
○

○
件
に
増
加
し
、
戦
闘
発
生
地
域
も
拡
大
し
た

（
図
１
）。
国
際
治
安
支
援
部
隊
（
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
）

／
米
主
導
同
盟
軍
／
政
府
軍
と
反
政
府
勢
力
と
の

戦
闘
で
は
、
前
年
比
で
四
倍
の
三
九
○
○
人
余
り

が
死
亡
し
、
一
○
○
○
人
余
り
の
住
民
が
巻
き
添

え
に
な
っ
た
。
ま
た
、
前
年
下
半
期
以
降
、
パ
シ

ュ
ト
ゥ
ー
ン
居
住
地
域
や
カ
ー
ブ
ル
等
の
主
要
都

市
で
自
爆
攻
撃
が
多
数
発
生
す
る
よ
う
に
も
な
っ

た
。
そ
の
発
生
件
数
は
前
年
の
や
は
り
四
倍
近
く

に
達
し
た
。

反
政
府
勢
力
は
、
様
々
な
集
団
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
主
要
勢
力
は
、
南
部
地
域
を
中

心
に
活
動
す
る
タ
ー
リ
バ
ー
ン
系
勢
力
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
治
安
問
題
が
外
交
問
題
に
ま
で
発

展
す
る
の
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
歴
史
的
宿
命

で
も
あ
る
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
は
「
パ
キ
ス
タ
ン
が
越

境
攻
撃
を
容
認
し
て
い
る
」
と
し
て
、
パ
キ
ス
タ

ン
政
府
へ
の
非
難
の
度
合
い
を
強
め
た
。
問
題
と

な
っ
て
い
る
現
在
の
「
国
境
」
は
、
一
八
九
三
年

の
デ
ュ
ア
ラ
ン
ド
協
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、

厳
し
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
情
勢
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
悪
化
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同
地
域
に
居
住
す
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
を
分
断
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
四
七
年
の
分
離
独
立
に

よ
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
建
国
以
来
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
の
両
国
は
、
こ
の
「
国
境
」
を

巡
っ
て
何
度
も
緊
張
し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い

る
。
そ
の
裏
に
あ
る
の
は
、
分
断
さ
れ
た
パ
シ
ュ

ト
ゥ
ー
ン
の
再
連
合
に
向
け
て
国
境
の
再
画
定
を

目
指
す
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
、
現
「
国
境
」
の
固

定
化
を
目
指
す
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
思
惑
の
ぶ
つ
か

り
合
い
で
あ
る
。

米
国
は
両
国
関
係
改
善
に
乗
り
出
し
、
九
月
二

七
日
に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
と
両
国
大
統
領
と

に
よ
る
三
者
間
会
談
が
実
現
し
た
。
こ
の
中
で
、

両
国
大
統
領
は
、
越
境
攻
撃
停
止
を
目
指
し
た
両

国
で
の
和
平
ジ
ル
ガ
開
催
に
合
意
し
た
。
し
か
し
、

発
言
を
否
定
し
て
い
る
が
）。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
強
く
反
発
し
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
は
一
二
月
中

旬
に
カ
ン
ダ
ハ
ー
ル
を
訪
問
し
た
際
、
パ
キ
ス
タ

ン
を
名
指
し
し
て
、「
パ
キ
ス
タ
ン
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
を
奴
隷
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
厳
し

く
非
難
し
た
。

そ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
パ
キ
ス
タ
ン

は
一
二
月
二
六
日
に
、「
国
境
」
沿
い
に
柵
と
地

雷
を
敷
設
す
る
計
画
の
実
施
決
定
を
発
表
し
た
。

パ
キ
ス
タ
ン
は
以
前
か
ら
同
様
の
計
画
を
提
案
し

て
い
た
が
、「
国
境
」
の
固
定
化
に
つ
な
が
る
こ

と
を
危
惧
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
反
対
し
て
い

た
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
表
向
き
の
主
張
は
、
越

境
攻
撃
は
柵
や
地
雷
の
敷
設
で
阻
止
で
き
ず
、
実

効
性
の
あ
る
方
策
は
パ
キ
ス
タ
ン
内
で
の
掃
討
作

戦
の
実
施
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
関
係
悪
化
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
先
に

述
べ
た
和
平
ジ
ル
ガ
の
開
催
日
程
は
二
○
○
七
年

一
月
末
時
点
で
未
定
の
ま
ま
で
あ
る
。

●
容
易
で
な
い
越
境
攻
撃
の
沈
静
化

問
題
と
な
っ
て
い
る
越
境
攻
撃
が
容
易
に
沈
静

化
し
そ
う
に
な
い
二
つ
の
要
因
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
系
勢
力
を
支
援
す
る
両
国
に
ま
た

が
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
と
パ
キ
ス
タ
ン

側
で
の
「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
化
」
の
深
化
で
あ
る
。

第
一
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
核
を
成
す
の

は
、
両
国
に
ま
た
が
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
居
住
地

域
内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ス
ン
ナ
派
デ
ー
オ
バ
ン

ド
系
イ
ス
ラ
ー
ム
宗
教
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
由
来
は
、
一
八
五
七
年

の
イ
ン
ド
大
反
乱
後
に
デ
リ
ー
近
郊
の
デ
ー
オ
バ

ン
ド
に
設
立
さ
れ
た
神
学
校
で
あ
る
。
伝
統
的
な

イ
ス
ラ
ー
ム
高
等
教
育
を
受
け
た
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー

ン
の
宗
教
者
は
、
ほ
ぼ
例
外
な
く
こ
の
神
学
校
や

同
系
列
の
神
学
校
の
出
身
者
で
あ
る
。
対
ソ
「
聖

戦
」
時
代
に
パ
キ
ス
タ
ン
を
拠
点
と
し
た
ス
ン
ナ

派
七
組
織
の
中
の
二
組
織
の
指
導
者
は
デ
ー
オ
バ

ン
ド
系
の
イ
ス
ラ
ー
ム
法
学
者
で
あ
る
。
そ
し
て
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
の
最
高
指
導
者
ム
ッ
ラ
ー
・

オ
マ
ル
を
含
む
多
く
の
同
政
権
幹
部
も
、
そ
れ
ら

の
い
ず
れ
か
の
組
織
に
所
属
し
て
い
た
。

崩
壊
し
た
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
を
パ
キ
ス
タ
ン

側
か
ら
支
え
て
い
た
の
が
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
宗
教

政
党
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｕ
Ｉ
）

で
あ
る
。
Ｊ
Ｕ
Ｉ
を
含
む
六
宗
教
政
党
で
構
成
さ

れ
る
統
一
行
動
評
議
会
（
Ｍ
Ｍ
Ａ
）
は
、
二
○
○

二
年
の
総
選
挙
で
連
邦
議
会
下
院
の
野
党
第
一
党

に
躍
進
す
る
と
共
に
、「
国
境
」
沿
い
の
北
西
辺

境
州
（
Ｎ
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
で
は
単
独
で
、
バ
ロ
ー
チ
ス

タ
ー
ン
州
で
は
連
立
で
州
政
府
を
担
っ
て
い
る
。

中
で
も
、
Ｊ
Ｕ
Ｉ
の
フ
ァ
ズ
ル
ル
・
ラ
フ
マ
ー
ン

派
（
Ｊ
Ｕ
Ｉ
│

Ｆ
）
は
、
Ｍ
Ｍ
Ａ
内
の
二
大
勢
力

の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
ラ
フ
マ
ー
ン
は
連
邦
議
会

下
院
の
野
党
指
導
者
で
あ
る
。

Ｊ
Ｕ
Ｉ
を
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

表
の
顔
と
す
れ
ば
、
裏
の
顔
に
相
当
す
る
の
が
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
過
激
武
装
組
織
で
あ
る
。
そ
れ

ら
は
、
シ
ー
ア
派
を
敵
対
視
し
て
宗
派
抗
争
を
展

開
し
て
き
て
い
る
二
組
織
と
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
解
放

武
装
闘
争
に
参
加
し
て
い
る
二
組
織
の
二
つ
の
系

統
に
分
類
で
き
る
。
そ
の
い
ず
れ
の
組
織
も
、
タ

両
国
の
関
係
は
、
二
○

○
六
年
末
に
向
け
て
ま

す
ま
す
悪
化
の
気
配
さ

え
み
せ
た
。
一
一
月
末

に
、
パ
キ
ス
タ
ン
外
相

が
北
大
西
洋
条
約
機
構

（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
関
係
者

に
発
言
し
た
と
さ
れ
る

連
合
政
権
構
想
が
報
道

さ
れ
た
。
そ
の
構
想
と

は
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領

を
排
除
し
た
中
で
、
タ

ー
リ
バ
ー
ン
勢
力
を
含

む
連
合
政
権
を
樹
立
し

よ
う
と
す
る
構
想
で
あ

る
（
パ
キ
ス
タ
ン
は
同

N

トルクメニスタン
ウズベキスタン タジキスタン

バローチスターン

クイ・タフタン

チャマン

クエッタ

2005 年以前

2006 年

反政府勢力活動地域

連邦直轄部族地域（FATA）

連邦直轄部族地域（FATA）

バジャウル管区
モーマンド管区
ハイバル管区
オーラクザイ管区
クッラム管区
北ワジーリスターン管区
南ワジーリスターン管区

ジャング

パンジャーブ

アムリトサルラーホール

スリーナガルペシャーワル

イスラーマーバード

北部地域

NWFP

コーハート

バンヌｰ

ターンク
ワーナ

ミラームシャー

パラチナール

バダフシャーン
タハールクンドゥズ

バルフジョズジャーン

ファリヤーブ
サリプル

サマンガーン バグラーン
パンジシェール

ヌーリスターン
クナルカーピサ

ラグマーン

ナングラハール

パルワーン

バクティカー

パクティヤー
ホースト

カーブル
ローガル

ワルダク

バーミヤーンバードギース

ヘラート

ファラー

ゴール

ダーイクンディー

ガズニーウルズガーン

ザーブル

カンダハール

ヘルマンド

ニムローズ

インド

ギルギット

図 1　�反政府勢力活動地域の拡大とパキスタン連邦直轄
地域（FATA）
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そ
の
シ
ャ
ム
ザ
イ
の
神
学
校
で
最
初
に
出
会
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ｕ
Ｉ
は
、
ビ
ン
ラ
ー

デ
ィ
ン
が
一
九
九
八
年
に
呼
び
か
け
た
「
世
界
イ

ス
ラ
ー
ム
戦
線
」
に
参
加
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
パ
キ
ス
タ
ン
軍
統
合
情
報
部
（
Ｉ
Ｓ

Ｉ
）
が
、
Ｊ
Ｕ
Ｉ
と
同
様
に
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権

を
支
援
し
て
い
た
の
は
公
然
の
秘
密
で
あ
る
。
そ

の
Ｉ
Ｓ
Ｉ
は
、
国
内
や
地
域
政
策
の
「
道
具
」
と

し
て
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
を
含
む
過
激
組
織
と
も
深

い
関
係
を
持
っ
て
き
て
い
た
。
ム
シ
ャ
ッ
ラ
フ
大

統
領
は
、
二
○
○
六
年
一
○
月
に
、
タ
ー
リ
バ
ー

ン
等
の
過
激
集
団
を
Ｉ
Ｓ
Ｉ
の
退
役
幹
部
が
支
援

し
続
け
て
い
る
と
の
事
実
を
示
唆
し
た
。
こ
の
よ

う
に
見
て
く
る
と
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
時
代
の

支
援
の
構
図
、
す
な
わ
ち
、「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
＋

ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
〜
Ｊ
Ｕ
Ｉ
〜
Ｉ
Ｓ
Ｉ
の
濃
密
な

人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
現
在
も
脈
々
と
存
在
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
（
図
２
）。

次
な
る
要
因
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
連
邦
直
轄
部

族
地
域
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
）（
図
１
）
を
中
心
と
し
た

親
タ
ー
リ
バ
ー
ン
武
装
勢
力
の
伸
張
、
す
な
わ
ち
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
化
」
で
あ
る
。

Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
は
、
連
邦
政
府
の
司
法
権
や
警
察
権
が

及
ば
な
い
「
国
境
」
沿
い
の
山
岳
部
の
特
別
な
地

域
で
、
域
内
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
部
族
民
に
大
幅

な
自
治
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
に
も
デ

ー
オ
バ
ン
ド
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
お
り
、
親
タ
ー
リ
バ
ー
ン
／
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
感

情
が
根
強
い
。
こ
の
た
め
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権

崩
壊
で
居
所
を
失
っ
た
タ
ー
リ
バ
ー
ン
／
ア
ル
カ

ー
イ
ダ
系
の
多
く
が
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
内
に
庇
護
を
求
め

た
。Ｆ

Ａ
Ｔ
Ａ
に
潜
む
タ
ー
リ
バ
ー
ン
／
ア
ル
カ
ー

イ
ダ
勢
力
と
そ
れ
を
匿
う
地
元
の
親
タ
ー
リ
バ
ー

ン
武
装
勢
力
へ
の
本
格
的
な
掃
討
作
戦
が
開
始
さ

れ
た
の
は
、
二
○
○
四
年
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

ま
ず
、
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
最
南
部
の
南
ワ
ジ
ー
リ
ス
タ
ー

ン
管
区
が
、
次
に
は
、
そ
の
北
側
の
北
ワ
ジ
ー
リ

ス
タ
ー
ン
管
区
が
主
戦
場
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の

管
区
で
も
激
し
い
戦
闘
が
断
続
的
に
展
開
さ
れ
、

双
方
に
大
き
な
損
害
が
生
じ
た
。
最
終
的
に
パ
キ

ス
タ
ン
政
府
は
、
頑
強
な
抵
抗
に
よ
る
被
害
の
拡

大
と
政
府
軍
の
容
赦
の
な
い
攻
撃
に
対
す
る
地
元

住
民
の
反
発
を
踏
ま
え
て
、
掃
討
作
戦
の
継
続
を

諦
め
た
。
南
ワ
ジ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
管
区
の
親
タ
ー

リ
バ
ー
ン
武
装
勢
力
と
は
二
○
○
五
年
二
月
に
停

戦
協
定
を
、
北
ワ
ジ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
管
区
の
武
装

勢
力
と
は
二
○
○
六
年
九
月
五
日
に
和
平
協
定
を

締
結
し
た
。

両
管
区
は
平
穏
さ
を
取
り
戻
し
た
が
、
パ
キ
ス

タ
ン
政
府
の
地
元
親
タ
ー
リ
バ
ー
ン
武
装
勢
力
の

存
在
を
容
認
す
る
協
定
の
締
結
で
、
武
装
勢
力
に

よ
る
両
管
区
で
の
支
配
が
強
ま
る
結
果
を
招
い
て

い
る
。
政
府
軍
は
駐
屯
地
に
引
き
籠
も
り
、
親
タ

ー
リ
バ
ー
ン
武
装
勢
力
が
徴
税
や
犯
罪
へ
の
罰
則

規
定
を
布
告
し
処
罰
を
し
て
い
る
と
の
報
道
も
あ

る
。
両
管
区
で
親
タ
ー
リ
バ
ー
ン
武
装
勢
力
が
実

効
支
配
を
固
め
つ
つ
あ
る
と
さ
れ
、「
ワ
ジ
ー
リ

ス
タ
ー
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
首
長
国
」
が
出
現
し
つ

つ
あ
る
よ
う
な
様
相
を
呈
し
始
め
て
い
る
。

そ
の
ワ
ジ
ー
リ
ス
タ
ー
ン
の
南
側
で
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
と
「
国
境
」
を
接
す
る
地
域
、
す
な
わ
ち
、

統一行動評議会（MMA）：2002 年 10月総選挙で野党第一党

イスラーム・ウラマー協会（JUI）
JUI-F：ファズルル・ラフマーン
JUI-S：サミウル・ハク

イスラーム協会（JIP）
パキスタン・ウラマー協会
（JUP）
アハレー・ハーディス協会
（JAH）
パキスタン・イスラーム運動
（ITP）神学校群：

カラチのビノリタウン神学校
（学長：ムフティ･ニザームッデ
ィーン・シャムザイ､2004 年
5月暗殺）

スンナ派デーオバンド系

ターリバーン：

ムジャーヒディーン運動（HUM）：
1980 年から対ソ聖戦
1991 年からカシュミール解放闘争へ

ムハンマド軍（JM）：
2000 年 2月にHUMから分裂
マスウード・アズハルが創設

パキスタン預言者教友軍（SSP）：
シーア派を非ムスリムとして敵対
1985 年にナワーズ・ジャングヴィーが創設
（1990 年 12月に暗殺）

ジャングヴィー軍（LJ）：
1996 年に SSPから分裂
リヤーズ・バスラが創設
（2002 年 5月に銃撃戦で死亡）

精神的助言

デーオバンド系過激組織

神学生･支持者

師弟関係 神学生･支持者

分裂 分裂

外国人ムスリム志願者：

アラブ諸国、チェチェン、中央アジア諸国等

軍統合情報部（ISI）
オサマ・ビンラーディン

アルカーイダ：

ムッラー・オマル

図 2　ターリバーンとデーオバンド系ネットワーク

ー
リ
バ
ー
ン
政
権
と
緊
密
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。

こ
の
タ
ー
リ
バ
ー
ン
の
最
高
指
導
者
オ
マ
ル
の
精

神
的
指
導
者
と
さ
れ
る
の
は
、
カ
ラ
チ
で
デ
ー
オ

バ
ン
ド
系
神
学
校
を
運
営
し
て
い
た
ム
フ
テ
ィ
・

ニ
ザ
ー
ム
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
シ
ャ
ム
ザ
イ
で
あ
っ
た
。

オ
マ
ル
と
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
の
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
は
、
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バ
ロ
ー
チ
ス
タ
ー
ン
州
の
州
都
ク
エ
ッ
タ
に
至
る

地
域
も
、
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
の
居
住
地
域
で
あ
る
。

こ
の
地
域
も
Ｊ
Ｕ
Ｉ
の
影
響
力
が
強
く
、
親
タ
ー

リ
バ
ー
ン
感
情
が
強
い
。
同
地
域
に
も
、
タ
ー
リ

バ
ー
ン
政
権
幹
部
の
一
部
が
潜
ん
で
い
る
と
さ
れ
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
系
反
政
府
勢
力
に
と
っ
て
の
後
方

支
援
基
地
の
役
目
を
し
て
い
る
。

デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
を
中
核
と
す
る
濃
密
な
人
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
と
「
国
境
」
沿
い
の
パ
キ

ス
タ
ン
側
で
の
「
タ
ー
リ
バ
ー
ン
化
」
の
深
化
は
、

タ
ー
リ
バ
ー
ン
系
反
政
府
勢
力
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
側
へ
の
越
境
攻
撃
が
容
易
に
沈
静
化
し
そ

う
に
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
を
裏
付

け
る
よ
う
に
、
九
月
五
日
の
和
平
協
定
で
は
越
境

攻
撃
の
停
止
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、
越
境

攻
撃
は
増
加
す
る
兆
候
さ
え
み
せ
て
い
る
。
少
な

く
と
も
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
軍
事
関
係
者
は
、
そ

の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

●
影
を
落
と
す
イ
ン
ド
の
存
在

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
を

さ
ら
に
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
の
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
で
の
イ
ン
ド
の
存
在
感
の
高
ま
り
で
あ
る
。

タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
崩
壊
で
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

へ
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
影
響
力
は
大
き
く
後
退
し
た
。

そ
れ
に
反
比
例
し
て
、
反
タ
ー
リ
バ
ー
ン
勢
力
を

支
援
し
て
い
た
イ
ン
ド
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で

の
影
響
力
を
飛
躍
的
に
増
加
さ
せ
て
き
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
復
興
支
援
額

は
、
上
位
六
支
援
国
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
イ

ン
ド
に
よ
る
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
目
立
つ
の
は
、

イ
ラ
ン
と
国
境
を
接
す
る
ザ
ラ
ン
ジ
か
ら
デ
ラ
ー

ラ
ー
ム
ま
で
を
結
ぶ
二
○
○
キ
ロ
強
の
道
路
建
設
、

ヘ
ラ
ー
ト
州
で
の
水
力
発
電
所
の
建
設
、
カ
ー
ブ

ル
川
で
の
貯
水
池
建
設
、
北
部
か
ら
カ
ー
ブ
ル
へ

の
送
電
網
の
整
備
、
新
議
事
堂
の
建
設
で
あ
る
。

そ
の
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
は
、
二

○
○
四
年
一
月
の
南
ア
ジ
ア
地
域
協
力
連
合
（
Ｓ

Ａ
Ａ
Ｒ
Ｃ
）
首
脳
会
議
を
き
っ
か
け
に
、
緊
張
緩

和
の
方
向
に
動
き
出
し
て
い
る
。
と
は
い
え
最
重

要
課
題
で
あ
る
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
問
題
の
行
方
は
不

透
明
な
ま
ま
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
は
解
決
し
そ

う
に
な
い
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
と
っ
て
、
カ
シ
ュ
ミ

ー
ル
問
題
の
有
利
な
解
決
を
目
指
す
上
で
も
、
イ

ン
ド
に
対
す
る
「
戦
略
的
奥
行
き
」
と
し
て
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
タ
ー
リ
バ
ー
ン
政
権
を
支

援
し
た
パ
キ
ス
タ
ン
に
疑
い
の
目
を
持
ち
続
け
て

い
る
現
実
、
さ
ら
に
前
述
の
よ
う
に
イ
ン
ド
が
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
る
と
い

う
パ
キ
ス
タ
ン
側
に
と
っ
て
厳
し
い
現
実
に
直
面

し
て
い
る
。

裏
返
し
て
み
る
と
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
地
域
戦
略

に
と
っ
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
影
響
力
回
復

が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
そ
の
対
応
策
の
一
環
と
し
て
、
タ
ー
リ
バ
ー

ン
系
反
政
府
勢
力
を
支
援
し
て
い
る
と
の
指
摘
も

あ
る
。
カ
ル
ザ
イ
政
権
は
北
ワ
ジ
ー
リ
ス
タ
ー
ン

管
区
で
の
最
近
の
和
平
協
定
を
、
そ
の
よ
う
な
疑

い
の
目
で
み
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
改
善
に
向
け
た

信
頼
醸
成
へ
の
道
が
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
の

カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
問
題
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

パ
キ
ス
タ
ン
側
か
ら
の
越
境
攻
撃
は
、「
国
境
」

沿
い
で
の
現
状
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
沈
静
化
へ

の
見
通
し
は
暗
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
さ
ら

に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
は
、

カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
問
題
と
の
密
接
な
連
動
性
を
有
し

て
い
る
。
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
問
題
の
解
決
は
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
関
係
改
善
を
保

証
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
解
決
な
く
し
て

は
、
関
係
改
善
の
基
礎
を
成
す
信
頼
醸
成
へ
の
歩

み
は
容
易
で
な
い
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
加
え
て
、
治
安
維
持
部
隊

を
派
遣
し
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
諸
国
内
の
足
並
み
に

も
乱
れ
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
軍
事
的
解
決
は
難

し
い
と
し
て
、
政
治
的
解
決
を
模
索
す
る
よ
う
求

め
る
声
も
出
始
め
て
い
る
。
し
か
し
、
反
政
府
勢

力
は
外
国
部
隊
撤
退
ま
で
聖
戦
を
継
続
す
る
と
の

姿
勢
を
変
え
て
い
な
い
。
軍
事
的
解
決
と
政
治
的

解
決
の
両
者
で
手
詰
ま
り
状
態
に
陥
り
つ
つ
あ
る
。

過
去
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
反
政
府
勢
力
に
と
っ
て
冬
季
は
次
期
攻
勢
に

向
け
て
の
充
電
期
間
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
大
規

模
攻
勢
は
一
時
的
に
下
火
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
カ
ル
ザ
イ
政
権
と
西
側
支
援
国
に
と
っ
て
、

二
○
○
七
年
の
春
か
ら
夏
は
、
こ
れ
ま
で
に
増
し

て
厳
し
い
も
の
と
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。

（ 

し
ば
た　

か
ず
し
げ
／
ア
フ
ガ
ン
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
幹
事
）
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